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[目的]2000年 4月に「介護の社会化」を目指し、
介護保険法が施行されたが、在宅介護者は現在で
も重要な役割を果たしている。欧米では介護の内
容や介護ストレスが介護者の性別で異なることが
明らかにされているが、本邦では介護者に女性が
圧倒的に多かった背景から介護者の性差に注目し
た報告は少ない。近年、配偶者による介護は増加
し、それに従い男性介護者が増加しており、男性
介護者と女性介護者の特徴を明確化し、それをふ
まえた援助が必要だと考えられる。本研究では、
本邦の介護者における被介護者の心身の状態、介
護の内容、介護ストレスの程度の性差を明らかに
することを目的とした。
[方法]調査方法は大阪府 H市在住の介護保険サ
ービス利用者から層化無作為抽出した 2020人に
対し、 2002 年 8~9 月に、郵送による無記名自記
式質問紙の配布・回収を行った。 1287人 (63.7%)
から回答が得られ、介護者不在等を除く 868組の
介護者と被介護者を分析対象とした(有効回答率
67.4%)。調査項呂は介護者・被介護者の基本属性、
被介護者の要介護度・認知障害の重症度、介護日
数 (j週)、介護時間(ン日)、 ADUIADLに関する介
護内容、介護保険サービスの利用状況、副介護者
の有無、介護負担感、介護者のうつ状態である。
分析にはが検定、 t検定、 Mann-Whitneyの U
検定、共分散分析を使用した(有意水準:5%未満)。
[結果]介護者の基本属性:全体の 27.1%は男性
で、平均年齢は 60.2土12.0歳(範囲 19-91)だった。
平均年齢は男性 65.0土12.5歳、女性58.3:t11.3歳
と男性の方が高かった。被介護者との続柄は配偶
者が男性で 54.7%、女性では 27.3%と、男性の方
が配偶者の割合が高かった。被介護者との同居率
は男性では 81.9%、女性では 76.8%と男性の方が
高い傾向がみられた(n.s.)。被介護者の基本属性:
被介護者の平均年齢は 79.2土9.3歳(範囲 43-101)
で男性介護者の被介護者は75.8:t9.5歳、女性介護
者の被介護者は 80.5:t8.9歳と女性の被介護者の
方が年齢が高かった。被介護者の心身の状態:要
介護度では介護者の性別によって差はみられなか
ったが、認知障害の重症度では男性介護者の被介
護者では1.4:t2.7点、女性介護者の被介護者では
2.1 :t3.2点と女性の方が被介護者の認知障害が重
かった。介護の内容:介護日数では性差はみられ
なかったが、介護時間(介護者の年齢で調整済み)
では男性で8.9:t0.7時間、女性では 11.1:t6.7時間
と女性の方が長く、介護内容は、女性で「食事介助J
「整容Jr階段昇降Jr更衣Jr服薬Jr入浴Jr食事準備」
「金銭管理Jr買い物Jr洗濯・掃除Jr代理での電話」
が多かった。介護保険サービスの利用状況では、
ホー ムヘ}げの利用頻度は男性で2.4士2.6、女性では1.6
:t2.3と男性の方が高く、デイげ・デイサービスの利用頻
度は男性で1.9:t2.2、女性で 2.2土2.2と女性の方
が高い傾向がみられた(n.s.)。ショトステイの利用の有
無、副介護者の有無は、性差はみられなかった。
介護ストレスの程度:介護負担感は男性で 4.2土
1.0点、女性で4.4土1.2点と女性の方が高く、うつ
状態(範囲0-24、得点が高い程うつであることを示
す)では、男性では5.4:t5.0点、女性では6.8:t5.4
点と女性の方が高かったが、得点分布は、女性は
2点付近を頂点とするー峰性だったのに対し、男
性では2点と 12点付近を頂点とする二峰性を示す
ことが明らかになった。
[考察および結論]①男性は被介護者の認知機能
が低下すると介護役割を辞めてしまうと報告され
ており、そのため、男性の被介護者の認知機能の
重症度が低くなっている可能性があると考えられ
る。②女性の被介護者は男性より高齢で認知障害
は重く、介護時間は長かった。さらに、女性は日々
の家事関連の介護に加え、入浴等の労作の多い身
体介護を行っており、このことは介護負担感やう
つを高める要因となっていると考えられる。③男
性介護者の中にもうつ状態が比較的高い群も存在
することも明らかとなり、今後男性介護者のスト
レス関連要因の検討が必要であると考えられる。
254 日本看護研究学会雑誌Vol.26 No.3 2003 
